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井
せい

月
げつ

の日
にっ

記
き

帳
ちょう

となった「俳
はい

諧
かい

諸
しょ

家
か

玉
ぎょく

吟
ぎん

集
しゅう

」及
およ

び後
こう

記
き

に書
か

くべき竄
ざん

入
にゅう

句
く

の台
だい

本
ほん

となった「大
だい

奉
ほう

書
しょ

壱
いち

枚
まい

摺
ずり

口
くち

画
え

入
いり

諸
しょ

家
か

投
とう

吟
ぎん

集
しゅう

」というのが、恐
おそ

らく此
こ

の書
しょ

簡
かん

中
ちゅう

に認
したた

めてある、井
せい

月
げつ

の「企
くわだ

て」た「大
おお

摺
すり

物
もの

」の下
した

書
がき

であろうと思
おも

う。果
はた

して然
しか

らばこれは、明
めい

治
じ

十
じゅう

七
しち

年
ねん

の筆
ひつ

で、後
こう

記
き

の

「竄
ざん

入
にゅう

句
く

に就
つ

いて」を此
こ

の書
しょ

簡
かん

が有
ゆう

力
りょく

に裏
うら

書
がき

するものである。─ 日
にっ

記
き

十
じゅう

七
しち

年
ねん

八
はち

月
がつ

七
なの

日
か

の条
じょう

参
さん

照
しょう

（富
とみ

県
がた

村
むら

貝
かい

沼
ぬま

埋
うず

橋
はし

粂
くめ

衛
え？

氏
し

蔵
ぞう

） 

 

廻
かい

章
しょう

 

飛
ひ

舌
ぜつ

 

向
こう

寒
かん

の節
せつ

各
かく

様
よう

御
ご

勇
ゆう

勝
しょう

被
ご

成
ざ

御
な

座
され

、珍
ちん

重
ちょう

不
あさ

浅
からず

目
め

出
で

度
たく

奉
ぞんじ

存
たてまつり

候
そうろう

。｛ここまであいさつ文。「廻章」

は回状のこと。この文書を、仲間や門人たちが回覧したのだろう。「飛舌」は語義不明だが、「舌
ぜつ

代
だい

」と同じような意味を込めて書いたか。｝ 

 

然
しか

ル
る

処
ところ

愚
ぐ

叟
そう

事
ごと

春
しゅん

中
ちゅう

より諸
しょ

家
か

の御
ご

玉
ぎょく

吟
ぎん

を伺
うかが

ひ
い

、生
しょう

涯
がい

の風
ふう

流
りゅう

を催
もよお

し大
おお

摺
すり

物
もの

を 企
くわだて

候
そうろう

処
ところ

、

春
はる

去
さりう

秋
あき

来
き

てに今
いま

満
まん

願
がん

に至
いた

らざるは、全
まった

く金
きん

銭
せん

のたしなき故
ゆえ

とこそ。【さて私事ですが、春より

諸先生方の俳句を集めて、生涯をかけた「大刷り物」を企画したところ、春が去り秋が来ても、

いまだに実現に至らないのは、すべてお金が足りないからです。】 

 

因
これに

茲
より

御
ご

懇
こん

意
い

様
さま

方
がた

へ此
こ

度
たび

の一
いち

条
じょう

は一
いっ

世
せい

の曠
こう

鑒
かん

にして、ひたすら貴
き

君
くん

方
がた

の補
ほ

助
じょ

に在
あら

ずんば、勲
くん

功
こう

覚
おぼ

束
つか

なく御
お

取
とり

持
もち

の著
ちょ

明
めい

なるを希
ねが

ふ
う

者
もの

也
なり

を轍
てっ

鮒
ぷ

の急
きゅう

をたすけ玉
たま

は
わ

れと上
もうし

申
あげ

候
そうろう

也
なり

。【親しくしてい

ただいている皆様へ。今回のお願いは一世一代の曠鑒（語義不明）であり、皆様の補助がなけれ

ば成功おぼつかなく、おとりなしを願います。今すぐ助けて下さい。】 

 

  十
じゅう

月
がつ

十
じゅう

二
に

日
にち

 

 貝
かい

沼
ぬま

村
むら

耕
ごう

地
ち

にて    井
せい

月
げつ

九
きゅう

拝
はい

 



  埋
うず

橋
はし

様
さま

 

   御
ご

社
しゃ

中
ちゅう

 

    御
ぎょ

風
ふう

君
くん

衆
しゅう

中
ちゅう

 


